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２０２２年度前期Ａ入試問題 化学 

正解 および 配点 

大問 小問 設問 解答欄 正解 配点 大問 小問 設問 解答欄 正解 配点 

第１問 

問１ 

1 １ ２ 

第３問 

問１ 記述 別紙 ５ 

２ ５ ２ 問２ 記述 別紙 ５ 

３ ２ ２ 
問３ 

１５ ２ 
１０ 

４ ６ ２ １６ ５ 

５ ７ ２ 

第４問 

問１ 

１７ ８ ２ 

問２ 

ａ 

６ ２ １ １８ ２ ２ 

７ ６ １ １９ ４ ２ 

８ ２ １ 

問２ 

a 
２０ １ ４ 

９ ３ １ 記述 別紙 ２ 

ｂ １０ ３ ３ 
b 

２１ １ ４ 

ｃ １１ ３ ３ 記述 別紙 ４ 

第２問 

問１ 
ａ 記述 別紙 ３ 

第５問 

問１ 記述 別紙 ３ 

ｂ 記述 別紙 ３ 問２ 記述 別紙 ６ 

問２ 

１２ ３ ３ 問３ 記述 別紙 １１ 

１３ ７ ３ 

１４ ６ ３ 合計 100 

問３ 記述 別紙 ５ 
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【正解，配点，解説】 

第１問 

問１ １（１） ２（５） ３（２） ４（６） ５（７） 各２点 

問２ａ６（２） ７（６） ８（２） ９（３） 各１点， 

ｂ１０（３） ３点， 

ｃ１１（３） ３点 

【解説】ａ：２Ａｌ ＋ ６ＨＣｌ → ２ＡｌＣｌ３ + ３Ｈ２↑ 

ｂ：ＨＣｌ：Ｈ２ ＝ ２：１ 

２．０ｍｏｌ／Ｌ×１５０ｍＬ÷２＝１５０ｍｍｏｌ 

１５０ｍｍｏｌ×８.３×１０３Ｐａ・Ｌ／（Ｋ・ｍｏｌ）×２７３Ｋ

÷１.０１３×１０５Ｐａ＝３．３６Ｌ 

ｃ：ＨＣｌ：Ａｌ ＝ ３：１ 

反応したＡｌは 

２．０ｍｏｌ／Ｌ×１５０ｍＬ÷３＝１００ｍｍｏｌ 

１００ｍｍｏｌ×２７ｇ／ｍｏｌ＝２．７ｇ 

残ったＡｌは 

５ｇ－２．７ｇ＝２．３ｇ 

 

第２問 

問１ 別紙 

   ａ ハーバーボッシュ法 ３点 

ｂ 上方 ３点 

【解説】・ハーバーボッシュ法は，ハーバー・ボッシュ法としても良い。 

・アンモニアは水によく溶け空気よりも軽いため，上方置換で捕集する。 

問２ １２（３）３点 

１３（７）３点 

１４（６）３点 

   【解説】・塩化アンモニウムと水酸化カルシウムは共に固体であり，乳鉢などで混

合するとアンモニアが発生する。 

・アンモニアは塩基性である。乾燥剤には塩基性のソーダ石灰を用いる。 

・アンモニアを濃塩酸に近づけると，白煙が生じる。この白煙は塩化アン

モニウムである。 
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問３ 別紙 

   【正解】２ＮＨ４Ｃｌ ＋ Ｃａ（ＯＨ）２ → ２ＮＨ３ ＋ ２Ｈ２Ｏ ＋ ＣａＣｌ２ 

【基準】完答で５点 

【解説】弱塩基である塩化アンモニウムと強塩基である水酸化カルシウムが反応す

ると，弱塩基であるアンモニアと強塩基の塩である塩化カルシウム，そして

水が得られる。 

 

第３問 

問１ 別紙 

   【正解】Ｓ + Ｏ２ → ＳＯ２ 

【基準】完答で５点 

問２ 別紙 

   【正解】２ＳＯ２ ＋ Ｏ２ → ２ＳＯ３ 

もしくは，ＳＯ２ ＋ 
１

２
Ｏ２ → ＳＯ３でも良い。 

【基準】完答で５点 

問３ １５（２） 

１６（５） 

【基準】完答で１０点 

【解説】三酸化硫黄は，以下の反応式により，水と反応して硫酸となる。 

ＳＯ３ ＋ Ｈ２Ｏ → Ｈ２ＳＯ４ 

Ｓ原子に着目すると，１ｍｏｌのＳ（原子量３２）から１ｍｏｌの 

Ｈ２ＳＯ４（分子量９８）が得られる。求める濃硫酸の質量を 𝑥ｋｇとす

ると，以下の関係が成り立つ。 

1 ∶  1 =
8 × 103(g)

32(g/mol)
∶  

x × 103 ×
98

100
(g)

98(g/mol)
 

x = 25 (kg) 
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第４問 

問１ １７（８）２点，１８（２）２点，１９（４）２点 

【解説】反応式の係数は次の通り。 

ＣｍＨｎ ＋ （ｍ＋
１

４
ｎ）Ｏ２ → ｍＣＯ２ ＋ 

１

２
ｎＨ２Ｏ 

問２ａ２０（１）４点 

   別紙 ２点 

   【正解】付加重合反応 

【基準】【正解】以外の解答は不可。 

【解説】（１）はアセチレンに水が付加する付加反応，（２）および（３）は単量体

が複数結合する付加重合反応である。 

  ｂ２１（１）４点 

   別紙 ４点 

   【正解】ベンゼン（環）の不飽和結合は非常に安定なため，付加反応が起こりにく

いから。 

   【基準】・ベンゼン（環）が非常に安定であることが記載されていれば（３点）,た

だし「安定」のみで「非常に」がない場合は（１点）とする。 

       ・付加反応が起こりにくいことが記載されていれば（１点） 

【解説】（１），（２）は二重結合が開いて他の原子が結合する付加反応，（３）はメ

タンの炭素に結合している水素原子１個が塩素原子１個に置き換わり，

塩酸が生成する置換反応である。また，（１）のベンゼン環の不飽和結合

は共鳴構造により非常に安定なため，一般に付加反応は起こりにくく置

換反応が起こりやすい。    

    

第５問 

問１ 別紙 ３点 

   【正解】共重合反応 

   【基準】【正解】以外の解答は不可。 

【解説】２種類以上の単量体を混合して行う付加重合を共重合という。 

問２ 別紙 ６点（各３点×２） 

   【正解】塩化ビニル （３点）     エチレン （３点） 

 

 

 

   【基準】【正解】以外の解答は不可。 
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問３ 別紙 １１点 

   【正解】一定質量の重合体樹脂をとり純酸素中で燃焼させる。燃焼により塩化水素

および塩素分子が生成する。塩素分子を過酸化水素などのマイルドな還元

剤で還元し塩化水素にすることで全ての塩素を塩化物イオンにし，銀イオ

ンで沈殿滴定して塩素の質量を求める。塩化ビニル１分子中には塩素原子

が１個存在するので，求めた塩素の質量から燃焼前の樹脂に含まれる塩化

ビニルの質量を算出し，樹脂全体に占める塩化ビニルの割合を求める。 

   【基準】・塩化ビニル１分子中には塩素原子が１個存在することが述べられていれば

（４点） 

・樹脂中に含まれる塩素原子の質量を求めることが述べられていれば（４点） 

・塩素の質量（または存在比）から塩化ビニルの比率を求めることが述べら

れていれば（３点） 

 


